
 

 

 

 

令和７年度の幕開け 

保護者の皆様、お子様のご入学、ご進級、おめでとう

ございます。新たな年度の始まりにあたり、希望に胸を

ふくらませている子供たちのもてる力を大きく伸ばし

ていけるよう、教職員一同、精いっぱい努めてまいりま

す。本校の教育へのご理解とご協力を賜りますよう、よ

ろしくお願いいたします。 

今年度も、令和４年度に改訂した学校教育目標と校訓に基づき教育を行ってまいります。 

学校教育目標 

個人の尊厳を重んじ、平和で民主的な国家及び国際社会の形成者として必要な資質を備えた

心身ともに健康な人間を育成するため、次の目標を掲げる。 

自律 目標に向け責任感をもって自己の行為を評価し、倫理的に自己調整を図る。 

共生 他者の人格と個性を尊重し、多様な人の考え方を理解し、合意形成を図る。 

創造 主体的な学びと他者との協働により、既存の知識・技能・概念等から新しい知識・技 

能・概念等を生み出す。 
 

校   訓  自己決定 自己実現 

目指す学校  生徒にとって学び甲斐、保護者にとって通わせ甲斐、教職員にとって働き甲

斐という３つの「甲斐」のある学校 

 

 

            学習教室：５月７日㈬、１４日㈬、１９日㈪、２１日㈬、２６日㈪ 

４月１５日（火）専門委員会、 

１６日（水）ユニバタイム開始、ユニバタイ

ムガイダンス（１年） 

１７日（木）中央委員会、全国学力学習状況

調査（３年） 

１８日（金）専門委員会、聴力検査（１年・

３年） 

２１日（月）保護者会（全学年＋あじさい）、

修学旅行保護者会（３年） 

２２日（火）中央委員会 

２３日（水）心臓検診（１年） 

２５日（金）尿検査一次 

２８日（月）生徒会朝礼、尿検査予備日、避

難訓練 

５月 ２日（金）生徒総会 

 ７日（水）体育祭練習始 

５月 ８日（木）専門委員会、安全指導 

 ９日（金）セーフティ教室、中央委員会 

１０日（土）開校記念日、学校公開、部活動保

護者会 

１２日（月）学校朝礼、避難訓練（集団下校） 

１４日（水）八王子市学力定着度調査 

１５日（木）内科健診（修学旅行事前健診・

３年） 

１６日（金）プレテスト（１年） 

１９日（月）生徒会朝礼 

２０日（火）修学旅行前日指導（３年） 

２１日（水）修学旅行（３年、２３日まで） 

２２日（木）内科健診（１・２年） 

２６日（月）教育実習開始 

２８日（水）小中一貫教育の日、歯科健診 

３０日（金）尿検査二次 

令和７年４月１５日 

八王子市立上柚木中学校だより 

第１号（通算 353 号） 

校長  三田村 裕 

 

５月末までの主な行事 



 

今年度、次のとおり人事に異動がありました。 

転出・退職 転入 

副 校 長 鈴 木 啓 太 副 校 長 井 上 昌 巳 

数  学 田 村   健 不登校対応 佐 藤 陽 平 

数  学 村 田   允 特別支援 木 村 敦 子 

特別支援 石 橋 妥 乙 養  護 行 冨   歩 

養  護 渡 邊 久美子 用  務 三 苫 太 郎 

用  務 内 山 晋 作 副校長補佐 山 本 茂 浩 

事  務 内 山 陽 子 事  務 木 場 いく代 

特別支援 堀 井 活 人 特別支援 内 田   梢 
 
 この異動を受け、今年度は次の教職員体制を取ります。 

校 長 ： 三田村   裕     副校長 ： 井 上 昌 巳 

事 務 ： 大 塚 晃 子（都）、木 場 いく代（市）  用 務 ： 三 苫 太 郎 
 

学年 氏  名 職 性別 教科 担任等 分 掌 行事委員会 部活動・その他 

１ 

田 代 憲 一 任 男 社会 学年主任 生活指導 体育的行事 硬式テニス 

萩 原   啓 諭 男 国語 担任 進路学習 文化的行事 
司書教諭 

バレーボール→硬式テニス 

田 中 博 之 幹 男 理科 学年付 教務主幹 体育的行事 バスケットボール→野球 

田 村 陽 菜 諭 女 英語 担任 生活指導 文化的行事 バスケットボール 

２ 

神 保 真 実 任 女 数学 学年主任 進路学習 文化的行事 吹奏楽 

中 村 悠 太 任 男 保健体育 学年付 生活指導主任 体育的行事 
個別支援コーディネーター

野球 

横 山 麗 紅 諭 女 英語 担任 教務 体育的行事 バリスポ 

３ 

五十嵐 育 子 幹 女 音楽 学年主任 進路学習主幹 文化的行事 吹奏楽 

大 橋   里 指 女 国語 学年付 
進路学習 

研究主任 
体育的行事 吹奏楽 

佐 田 直 樹 諭 男 数学 担任 生活指導 体育的行事 バレーボール→陸上競技 

堀 越   信 任 男 理科 担任 教務 文化的行事 
個別支援コーディネーター 

文化 

土 屋 知 子 非 女 家庭 学年付 進路学習 文化的行事  

あ

じ

さ

い 

木 村 敦 子 任 女 音楽 教室主任 教務 文化的行事 文化 

中 澤 幸 彦 任 男 保健体育  進路学習 体育的行事 文化 

大 寺 亜梨沙 諭 女 保健体育  進路学習 体育的行事 
個別支援コーディネーター

陸上競技 

近 藤 完 樹 諭 男 数学  教務 文化的行事 陸上競技 

桑 原 拓 也 諭 男 保健体育  生活指導 体育的行事 サッカー→バリスポ 

近 藤 沙 輝 諭 女 音楽  生活指導 文化的行事 文化 

 行 冨   歩 幹 女 養護  
個別支援主幹 

生活指導 
 

個別支援コーディネーター

文化 

不登校 
佐 藤 陽 平 任 男 数学    登校支援・バドミントン 

春 田 道 宏 非 男     登校支援 

経 営 山 本 茂 浩 非 男     副校長補佐 

支援 工 藤 弥 生 ＳＣ 女     スクールカウンセラー 

幹＝主幹教諭、指＝指導教諭、任＝主任教諭、諭＝教諭、非＝非常勤教員 部活動の「→」は、夏に担当する部活動が変わることを表す 

令和７年度上柚木中学校教職員体制 



 

４月１５日現在・敬称略 

学校運営 

協議会委員 

学校経営方針の承認、学校

運営について教育委員会や

校長への意見具申、教職員

の任用に関する教育委員会

への意見具申 

金村真爾（会長）、横山泰三（上柚木地区青少対会長）、 

笹野絹代（学校協力員・元ＰＴＡ副会長）、津田健（テニス

部外部指導員）、石川京子（元ＰＴＡ会長）、齋藤和子（学

校コーディネーター）、大貫俊夫（都立大学准教授）、井上

美和（ＰＴＡ会長） 

時間講師 教科の指導 

尾池真人（数学）、井上秀史（美術）、安藤聖子（美

術）、鈴木元子（保健体育）、松井芳市（保健体育）、 

小林逸雄（技術）、小形一大（英語） 

特別支援専門員 
特別支援教室運営に必要な

業務を行う 
内田梢 

学校司書 
学校図書館の整理、本の選

定・紹介、調べ学習の支援 
佐藤恵美 

スクール 

カウンセラー 

生徒や保護者の不安や悩み

などの心のケア・相談 
工藤弥生 

学校

サポーター 

生徒の授業参加支援や授業

以外で生徒の話し相手 
金村真爾、志賀陽子、久保明日香 

学習支援員 

放課後や長期休業中に実施

する学習教室で生徒の指導

や支援、英語検定や漢字検

定の事務等 

小髙由紀子、金村真爾、菊澤誠治、小林洋子、齋藤和子、

志賀陽子（以上学習教室） 

石川京子、笹野絹代、津田健、横山泰三（英検や漢検の事

務等） 

スクールサポ

ートスタッフ 

プリントの印刷や配布、授

業の準備等の教員の補助 
田中祥子、澤田洋枝 

部活動指導員 教員以外の部活動顧問 渋谷厚施（硬式テニス部）、山口賢司（陸上競技部） 

部活動指導補助員 
部活動で顧問の補助、生徒

への技術指導 

坂井開（吹奏楽部）、津田健（硬式テニス部）、斉藤真（硬

式テニス部）、千葉みどり（文化部） 

給食配膳員 給食の配膳 古川美智子、三國谷美帆 

 

 
 「生徒一人一人を大切にする」ことと「生徒に自主性を育む」ことを最重点とする「令和の上柚

木中学校教育」を形にするため、令和５・６年度は①小中一貫教育の充実、②生徒への個別支援の

充実・発展、③個別最適な学びと GIGA スクール構想の実現及び定着、④生徒による生徒のための

学校生活の見直しの実施を重点として取り組みました。いずれも確実に実施でき、学校評価アンケ

ートにおいてもその点を良好と評価していただけたと捉えております。これら昨年度まで作り上げ

てきたものを今年度はより一層発展させるとともに、これらを土台としてさらに次の２点を重点と

して取り組んでまいります。 

 

１ 授業改善 

「東京都教育委員会授業改善推進拠点校」の指定を受けて２年目、今年度は研究指定の最終年度

として講師を招き研究授業を行うなど、昨年度以上に教員が一丸となって授業改善に取り組みます。

具体的には、次のとおり日々の授業やユニバタイムを行います。 

(1) 生徒が自己の取組の成果と課題を明らかにし自ら学習を調整するなど意欲をもって主体的に学

習することができるようにする。そのために、次のことを本校の共通の授業スタイルとし、全教員

が徹底して行う。 

令和７年度の教育活動の重点 

学校教育を支えるスタッフ 

 



 ① 「できるようになること」や「身に付けるべきこと」（＝めあて）、 学び方や道筋（＝流れ）

を授業ごとに板書で明確に示すとともに、授業の終わり５分間に、めあての定着度や到達度と

学習課題を生徒一人一人に意識させることにより、家庭学習を含めた学習課題を明確にさせる。 

 ② 生徒が、習得した知識や技能を活用し、思考したり判断したり表現したりする場面を１単元

について１回以上設定する。 

 ③ 各教科の特性を踏まえながらも、生徒一人一人の学力に応じた指導を充実させるため、基礎

的・基本的な知識・技能の面で課題のある生徒には継続的に反復学習に取り組ませ、また、そ

れらが十分な生徒には発展的な学習に取り組ませるなど、単元内又は授業内における自由進度

学習を展開する。また、宿題についても、画一的に課することはやめ、可能な限り同様の配慮

の下行う。 

(2) 生徒一人一人の学習課題を解決するため、きめ細かな評価活動を行い生徒一人一人の課題の

把握に努め、ユニバタイムや面談において適切にフィードバックするとともに、ユニバタイム等

を活用して個に応じた補習を実施する。 

 

２ 家庭や地域への情報発信 

昨年度の学校評価において、肯定的評価の数値の低かった項目に学校の情報発信がありました。

その原因は、学校評価でお書きいただいた自由意見を読むと、家庭への周知が遅れご迷惑をおかけ

した事案が複数あったことが数値に現れたものと考えられます。そこで今年度は、「教育活動の意

図や取組が家庭や地域に十分伝わるよう事前に周知・説明することをねらいとする。そのために、

学校だより及び学年だよりは、月１回以上定期的に発行し、取組の「ねらい」「行うことの概要」

「家庭への協力依頼事項」を必ず掲載し、学校ホームページは、「活動（取組）の様子」及び「成果

と課題（又は生徒の変容）」を必ず掲載する。」という従来の方針に加え、「保護者に参加を求める行

事については、実施の１か月前までには周知する。」という一文を学校経営計画に加えました。今年

度は周知遅れによりご迷惑をおかけすることがないよう努めます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

なお、上記２点を含めた学校経営計画につきましては、４月２２日（火）に学校運営協議会で承

認された後にホームページにＵＰしますのでご覧ください。 

 

 

本校への連絡は、基本的に Home & School を利用して行ってください。ただし、教職員は Home 

& School を校務用の端末で使用していますので、例えば金曜日の午後７時に翌週月曜日のことに

ついてお問合せをいただいたとしても、関係の教員がそのメッセージを読めるのが月曜日の出勤後

になり、結果的にお問合わせに答えられないという事態が起こりえます。Home & School を利用す

る際は、この点をご理解いただき、子供をすぐに帰してほしいなど緊急を要する場合は電話を利用

くださるようお願いいたします。なお、本校の電話応対時間は次のとおりです。この時間帯以外は

音声メッセージが流れるのみとなりますことをご承知おきください。 

授業日：午前７時４５分から午後６時３０分まで（ただし水曜日は午後４時４５分まで） 

長期休業期間中の平日：午前８時１５分から午後４時４５分まで 

 

※本校の学校だより「柚子の香」は、原則毎月１５日に発行します。 
 

本校への連絡について 


